
鳳 凰 山 周 辺 を 巡 る 

大 館 歴 ま ち 散 歩 
  

１．日   時  平成３０年８月１１日（土） １３：００～２１：００ 

  

２．主   催  大館市 建設部 まちづくり課 

  

３．案   内  大館市 まちづくり課 

  

４．集   合  長根山運動公園 駐車場 

  

５．内   容    市民の暮らしが息づく大館盆地を見守っている鳳凰山周辺の 

岩神ふれあいの森や岩神貯水池、沼窪神社、鳳凰山玉林寺跡を 

巡り、鳳凰山大文字の点火作業を体験する。 

 

散歩ルート 

 

◎見学に当たっての注意 

大文字の点火作業現場では、危険防止のため指導者の指示に従うこと。 

 

 

 

①長根山運動公園駐車場（出発） ～  ②岩神貯水池  ～  ③沼窪神社   ～ 

   １３：００         ～   １３：２０  ～   １４：４０  ～ 

 

④ニプロハチ公ドーム駐車場（休憩） ～ ⑤鳳凰山玉林寺跡 ～ ⑥鳳凰山登山 ～    

   １５：００           ～  １５：３０   ～  １７：００ ～ 

 

⑦待機 ～ ⑧大文字点火作業 ～ ⑨下山   ～ ⑩ニプロハチ公ドーム駐車場（解散） 

夕食 ～  ２０：００   ～ ２０：３０ ～  ２１：００ 
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◎岩神貯水池周辺に見る人々の活動 

①岩神貯水池の築造 

昭和初期、大館
おおだて

町と長木
ながき

村、釈迦内
しゃかない

村の１

町２村は、秋田県へ長木川の水不足を補う要

望を重ね、昭和８年(1933)に鳳凰山の麓へ岩

神貯水池を築造する工事が始まった。 

当時は、土木機械が少なく、工事の人夫数

は延べ 15万人以上におよび、莫大な労働力

を費やして、昭和 14年(1939)に岩神貯水池

は無事完成した。岩神貯水池の堤防の近くに

は、竣工を記念して、地元の１町２村の関係

者の名を記した記念碑が建立されている。 

貯水池の規模は、長さ 130ｍ、高さ 23.3

ｍ、外周約３km に渡り、下部内部に波止め

の石を張り土堤を築いた。貯水池は 665,000

㎥もの水を貯え、その完成により 277haの農

地が恩恵を受けるようになった。 

昭和 42年(1967)には「大規模老朽溜池整

備事業」に着手後、昭和 44年(1969)に完成

し現在に至る。その後受益地の宅地化が進ん

だものの、現在でも約 120haの農地へ利用されている。 

岩神貯水池は、農業用水の安定供給を主目的に整備されたが、水は地域の防火や融雪にも利用

され、周辺は樹木と一体となった景観を形成し、多くの市民が散策などを楽しんでいる。 

 

②岩神貯水池周辺の環境づくり 

貯水池が完成した昭和 14 年(1939)から地元水

利組合が中心となって維持管理しており、現在は

大館市土地改良区が水門開閉、用排水の調整、貯水

池の漏水調査、老朽化した施設の点検・修理などを

行っている。また堤の草刈や貯水池周辺の刈り払

い、清掃など、通年の維持管理作業は、受益農家と

一緒に続けている。 

貯水池周辺の維持管理は、大館自然の会や地域

住民、散策者の支援を得て、地元商工会議所や地域の森林組合などが主体となって桜の管理、風

雪による倒木処理、散策路の草刈りを続けている。 

岩神貯水池竣工記念式(昭和 14 年) 

竣工記念碑 

散策路の草刈作業 
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緑化活動は、岩神貯水池の工事が始まって間も

なくの昭和 11年(1936)に岩神貯水池の周辺に桜を

植樹した記録があり、昭和 33年(1958)には、市民

の参加でソメイヨシノを植樹している。これらが桜

を植える活動の始まりである。 

桜を植える活動はその後も続き、昭和 48 年

(1973)から昭和 50年(1975)の３年間で、岩神貯水

池周辺の約 30haに 22種、合計一万本の桜を植樹す

る活動を展開した。 

この活動には、市民有志や婦人会をはじめ諸団

体、中学生など市民総参加の協力があり、そのおか

げで念願の「一万本桜」を植樹することができた。 

こうして岩神貯水池周辺の緑化が進むにつれて、次第に散策する市民が増え、この地に対する

市民の愛着が深まっている。その後も地元企業や観光協会、各種団体による八重桜などの植樹活

動が続いている。 

岩神貯水池の周辺は、地盤が固く植樹した桜が根付きにくい場所もあったが、厳しい自然環境

に耐えた桜が今もたくさん残り、岩神ふれあいの森と呼ばれるようになった。 

毎年４月下旬から５月下旬までは、様々な品種の桜が次々と咲き続け、秋になると紅葉と萩、

初冬の 10月に咲く桜もあり、四季折々の美しさを観賞することができる。 

現在では、岩神ふれあいの森に咲く桜は、東北の桜の名所を集めた「東北・夢の桜街道～復興

への祈りを捧げる桜の札所・八十八ヵ所巡り～」の第七十七番札所に選出されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩神ふれあいの森の桜 

一万本桜の植樹活動(昭和 49 年) 
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◎沼窪
ぬまのくぼ

神社に見る人々の活動 

①沼窪神社の歴史 

沼窪神社は、大館盆地の東側の鳳凰山と秋葉山の

鞍部
あんぶ

に位置している。長木郷土読本によると、沼窪神

社の建立は江戸時代の末期とある。 

現在の社殿は、地域の人々が長年浄財を貯え、さら

に地域共有の財産である登山道脇の松の大木を売却

して、昭和 40年(1965)に再建したものである。 

鞍部の窪地には、外周 60ｍほどの沼がある。窪地の

地盤が水を通しにくい地層を形成しているため、雨水

や沢水が集まり沼になったものと考えられる。 

沼窪神社は龍神様を祀っていて、沼の水源を守護しており、昔から雨乞いの場所として信仰を

集めた。 

 

②沼窪神社の例祭に見る人々の営み 

長木郷土読本によると沼窪神社の例祭は、社殿が建

立された江戸時代末期から、毎年旧暦の３月 25 日に

行われていた。 

昔は、鳳凰山の麓の 東
あずま

二ツ屋
ふ た つ や

と宮
みや

袋
ふくろ

の地域でも、

同じ日にそれぞれの地域の鎮守祭を行っていたため、

参拝帰りの人々が沼窪神社の例祭に立ち寄るように

なり、当時の長木村では、沼窪神社例祭の参拝者数が

最も多かったという。 

今でも、東二ツ屋と宮袋の地域の人々に信仰が継承され、例祭は江戸時代と変わらず毎年旧暦

の３月 25 日に続けられている。この日は、朝から鳥居や参道、沼、神社、神馬社
じんばしゃ

にしめ縄を飾

り、神社の掃除、御神酒や御供え物などの準備をして、昼頃から神事が行われる。 

かつては、山中に出店
でみせ

が立ち並び、重箱と一升瓶を背負って急な山道を登ってくる参拝者の中

には、鹿角
かづの

市や県南部の人達の姿があり、数珠つなぎになった馬を連れた農家の一団も馬頭観音

詣でにやって来て、人々は沼の周りをぐるりと囲んで一日中宴を続けたという。 

また、神社のお賽銭とは別に沼の水面に紙で包んだお金を投じて、その浮き沈みによって吉凶

を占う風習があり、地域では毎年舟で沼の底を清掃し、沼の水は飲めるほどに澄んでいたという。 

平成の時代になって参拝者は減少したが、東二ツ屋と宮袋の地域の人々は、鳥居の再建やしめ

縄の奉納などを行い、今も大切に沼窪神社を守り続けており、鳳凰山や秋葉山への登山の中継点

としてここに立ち寄る市民も多い。沼窪神社の沼そのものが、御神体として雨乞いの信仰を集め、

自然のままの樹木で囲まれた沼の風景は、神聖で独特な佇まいを醸
かも

し出している。 

沼窪神社の沼 

沼窪神社 
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◎鳳凰山
ほうおうざん

を舞台とした人々の活動 

①鳳凰山の歴史 

大館地方で、「鳳凰山」の名称が使われた最も古い記録

は、「玉 林
ぎょくりん

寺
じ

」の山号
さんごう

「鳳凰山玉林寺」である。 

鳳凰山の名称の由来は２説あり、浅利氏がこの地方を治

めていた時代に、浅利氏の祖である甲斐の国の「甲斐鳳凰

山」とのかかわりで、当時から鳳凰山と呼ばれていたとい

う説と、この山の麓に「鳳凰山玉林寺」を建立したので、

以後鳳凰山と呼ぶようになったという説である。 

鳳凰山の山頂には、大正５年(1916)９月に建立された

石碑があり、薬師大神と刻まれている。 

古くから地域の人々の健康を祈念する信仰碑である。

この石碑には、建立者館林信三他、世話人田中徳右衛門

の名が刻まれている。 

 

②鳳凰山玉林寺跡の石碑と現在の玉林寺本堂 

鳳凰山玉林寺跡の石碑は、鳳凰山玉林寺の 25 世重興

大機
だいき

亮 仙
りょうせん

大和尚が、昭和 29 年(1954)の９月９日に建立

したものである。 

現在も鳳凰山玉林寺跡の石碑を守るため、地域の方々が

中心となって、石碑周辺の刈り払いを行い大事にしてい

る。 

鳳凰山玉林寺は、大永年間(1521～1527)に浅利則頼
のりより

が

久保田松原の補陀寺
ほ だ じ

の９世草庵
そうあん

守
しゅ

瑞
ずい

に帰依
き え

し、鳳凰山北

側の麓へ建立したのが始まりである。 

その後、鳳凰山玉林寺は、浅利氏の本拠地である独鈷
とっこ

に

移されたが、浅利氏滅亡後、慶長 17 年(1612)に現在地の

大館市字大館へ移転した。 

近くには蓮 荘
れんしょう

寺
じ

、浄 応
じょうおう

寺
じ

、宗福
そうふく

寺
じ

があり、今でも 

城下町の町割りが残るエリアである。 

現在の本堂は、昭和６年(1931)に建立され、寺紋
じもん

は浅利

氏と同じ「雁金
かりがね

」であり、屋根などに飾られている。 

 

 

 

鳳凰山山頂の石碑 

浅利家「雁金紋」 

鳳凰山の麓にある玉林寺跡の石碑 
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③鳳凰山に見る市民の活動 

鳳凰山を背景とした花火大会は、昭和27年

(1952)に大館商工会議所主催で開催したのが

始まりであり、長木川の下町橋上流で、1,800

発の花火が打ち上げられた。 

その後も、毎年開催してきた花火大会は、

昭和 43年(1968)から大文字送り火(大文字焼

き)に合わせて開催されるようになり、昭和

48年(1973)には大文字踊りが加わり、その後

郷土芸能も披露されるようになった。 

 

鳳凰山の大文字送り火(大文字焼き)は、物

故者の慰霊と市民の無事息災を願う行事と

して昭和 42 年(1967)から調査や準備が行わ

れ、昭和 43年(1968)の夏に始まり、現在まで

毎年開催されている。 

点火作業は、麓の茂内
しげない

地区住民が中心とな

って行ってきたが、近年はボランティアの市

民が広く参加するようになり、当日は 100名

以上の市民が鳳凰山に登る。 

本市の「大」の字の大きさは、１画目の「一」の長さが 120ｍ、２画目の「ノ」の長さが 180

ｍ、３画目の「ヽ」の長さが 150ｍの合計 450ｍであり、日本一の大きさを誇る。 

また大の字の形を整えるため、毎年熱心に手入れを施してきた市民や関係者は、大館の大文字

の美しさは日本一と自負しており、後世へ継承する思いを共有している。 

市民は古くから俳句や短歌で鳳凰山や岩神を数多く詠んでいる。さらに 18 世紀後半に宗福寺

20世住職光岳泰謙の選といわれる「大館八景」や明治時代の文人が選んだ「館城新八景」、そし

て「平成の大館八景」には、「岩神秋月」や「岩神紅葉」、「鳳凰山の大文字」が紹介されている。 

また小学校や中学校、高校の校歌や市民歌にも鳳凰山が歌われ、この山を愛する市民の想いが

鳳凰山周辺で育まれてきた。 

花火大会に集う市民 

(昭和 28 年) 
長木川から眺める花火 

(昭和 28 年) 

一斉点火作業 

早春の鳳凰山(昭和 43 年) 点火前日の鳳凰山(昭和 43 年) 
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◎鳳凰山の麓の岩神貯水池は、昭和８年(1933)から整備が始まり昭和 14 年(1939)に完成後、地域

の水不足を補い、現在も農業用水や生活用水へ利用され、地域住民による周辺の清掃活動が続いて

いる。そして、岩神貯水池周辺の整備に合わせ、昭和 11 年(1936)から桜の植樹活動が続けられ、

岩神ふれあいの森と呼ばれるようになり鳳凰山周辺に大勢の方々が訪れるようになった。 

また、長木川で昭和 27年(1952)から続いている花火大会や、昭和 43年(1968)から続く鳳凰山大

文字焼きは、市民にとって大事な夏の風景である。 

さらに、沼窪神社で江戸時代末期から行われている例祭は、今も東二ツ屋地区や宮袋地区の住民

により大切に継承されている。 

鳳凰山周辺における市民のこうした活動は、建造物や自然と一体となって、良好な歴史的風致を

形成している。 

長根山運動公園

長木川

鳳凰山

520.6m

大文字

秋葉山

328.6m

沼窪神社

岩神貯水池

東二ツ屋

宮袋

花火大会会場

 
 

Ｎ

①  幕末頃  沼窪神社創建

②  大正5年  鳳凰山山頂石碑建立

③  昭和8年～14年  岩神貯水池整備

④  昭和14年  貯水池竣工記念碑建立

 　 ⑤  昭和27年～  花火大会

⑥  昭和29年  鳳凰山玉林寺跡石碑建立

⑦  昭和33年  貯水池周囲桜植樹

⑧  昭和43年～  大文字送り火

⑨  昭和48年～50年  一万本桜植樹

 岩神ふれあいの森

 管理作業道

 散策路・登山道

凡例

大

沼のくぼ

岩神山

192.0m

大館少年自然の家

鳳凰山周辺位置図 (資料：大館少年自然の家) 



 

7 
 

大文字焼き実施要員心得  

 

実 施 日    ８月１１日 

 

参加者服装    長袖シャツまたは上着、登山靴等、軍手 

 

持 参 品    夕食、飲み物、懐中電灯、着火ライター、ヘルメット 

 

集 合 場 所    ９合目の作業小屋 

 

 

  ◎携帯品の点検 

    ①着火ライター 

    ②ヘルメット 

    ③照明(懐中電灯等→灯火中の電灯は本部方向を絶対照らさないこと) 

 

  ◎受持ち火床事前点検（作業準備） 

    ①灯油(ペットボトル２本)が置かれているか。 

    ②火床(積み木の下部)に布切れが入っているか。 

    ③薪が簡単に崩れる恐れがないか。(手で左右に動かしてみる) 

 

  ◎避難場所点検 

    ①点火後避難できる場所及び足場を確認する。 

    ②転び落ちる石は安全な状態にするか、事前に処理する。 

 

 

［点火→午後８時］※ヘ ル メ ッ ト は 必 ず 着 用 す る こ と 。  

 

◎点火作業 

①午後７時５５分  ペットボトル１本の半分をこしばと布切れにかけ 

残りは全体にかける。 

    ②１分前に、残り１本を上からかける。 

  ③午後８時  指令により一斉点火する。 

 

◎その他 

  ①現場では、各班長の指示を守り危険防止のため各自充分注意する。 

    ②登山前及び現場での酒等アルコールは厳禁。 

 

 


